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平成 9年 10月17。18日の見学会 1500名 もの熱心な考古ファンで賑わいました。
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大
規
模
な
石
積
み
の
横
穴
墓

調
査
研
究
員

大
西
　
雅
也

横
穴
墓
は
、
斜
面
に
穴
を
掘
り
込
ん
で
墓
と
す

る
も
の
で
、
古
墳
時
代
後
期
に
全
国
各
地
で
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
こ
～」多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群

で
も
２０
基
ほ
ど
が
調
査
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
、
町
田
市
小
山
に
あ
る
陥
３‐３
遺
跡
か
ら
、
め
ず

ら
し
い
横
穴
墓
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

横
穴
墓
は
、
大
抵
、
何
基
か
群
集
す
る
の
で
す

が
、
こ
の
横
穴
墓
は
単
独
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

遺
体
を
安
置
す
る
墓
室
に
通
じ
る
前
庭
部
は
、
幅

４
ｍ
で
長
さ
が
１９
ｍ
以
上
も
あ
り
、
全
国
で
も
最

大
級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
奥
壁
と
両
側
壁
に
大

き
な
河
原
石
を
、
高
さ
３
．
４
ｍ
ヽ
奥
行
き
４
．
２
ｍ
に
わ

た

つ
て
び

つ
し
り
と
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
河
原

石
の
総
重
量
は
、
５
．
２
ト
ン
に
も
達
し
ま
す
。

墓
室
に
通
じ
る
羨
道
部
は
閉
塞
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
墓
室
の
規
模
は
、
奥
行
き
が
７
ｍ
強
、
幅
が

３
ｍ
強
、
高
さ
が
２
ｍ
強
で
、
床
に
は
拳
大
の
礫

が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

遺
物
は
、
前
庭
部
か
ら
直
刀

・
鍔

・
鉄
鏃

・
須

恵
器
大
甕
、
同
フ
ラ
ス
コ
形
瓶
が
、
墓
室
か
ら
刀

子
２
点
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
横
穴

墓
は
、
７
世
紀
後
半
に
付
近

一
帯
を
支
配
し
て
い

た
人
が
造
営
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
石
積
み
さ
れ
た
横
穴
墓
は
、
都
内
で
５
遺

跡
目
で
す
が
、
迫
力
あ
る
石
積
み
構
造
は
、
当
時

の
技
術
水
準
の
高
さ
と
埋
葬
者
の
権
勢
を
想
像
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
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袋
低
地
遺
跡
は
、
荒
川
に
面
し
た
北
区

赤
羽
北
二
丁
旧
に
あ
る
文
字
通
り
低
地
の

遺
跡
で
、
武
蔵
野
台
地
の
北
東
端
の
、
通

称
赤
羽
台
の
崖
線
下
に
沿
う
よ
う
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
当
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査
す
る

よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
埼
京
線
北
赤
羽
駅

の
赤
羽
口
側
の
再
開
発
計
画
が
具
体
化
し
、

都
建
設
局
か
ら
調
査
を
委
託
さ
れ
た
も
の

で
す
。
平
成
九
年
八
月
に
調
査
を
開
始
し

て
、
現
在
、
三
地
点
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
地

点
貝
塚
、
同
後
期
後
半
か
ら
晩
期
に
か
け

て
存
在
し
た
ら
し
い
河
川
の
流
路
を
中
心

に
、
近
世
等
の
建
物
跡
や
水
田
跡
な
ど
も

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、

縄
文
時
代
の
自
然
流
路
の
調
査
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

流
路
は
遺
跡
の
南
西
方
向
に
あ
る
谷
部

たまのよこやま 42

付
近
か
ら
、
現
荒
川
に
向
か

っ
て
注
い
で

い
た
よ
う
で
す
。
現
在
、
調
査
中
の
Ｂ
区

で
は
、
流
路
を
埋
め
る
木
質
泥
炭
層
の
掘

削
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
流
路
に

は
お
び
た
だ
し
い
流
木
が
散
在
し
て
い
ま

し
た

（左
写
真
）
。
こ
れ
ら
流
木
に
は

つ

き
り
し
た
加
工
痕
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
板
状
の
も
の
や
ほ
ぞ
穴
が
穿

た
れ
た
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
今
後
の
調

査
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

流
木
の
他
の
自
然
遺
物
に
は
、
ク
ル
ミ

や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
堅
呆
類
が
多
く
、
昆

虫
の
殻
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
土
器
は
、
中
期
後
半
か
ら
晩
期
中

葉
ま
で
出
上
し
て
い
ま
す
が
、
量
的
に
は

後
期
が
も

っ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。
土
器

は
流
路
内
か
ら
が
多

い
も
の
の
、
比
較
的

良
好
な
個
体
は
、
流
路
の
肩
や
落
ち
口
に

出
土
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
磨

製
石
斧
や
石
皿
片
も
出
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
砂
質
泥
炭
層
の
調
査
に
入
り

ま
す
の
で
、
さ
ら
に
多
く
の
出
土
遺
物
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
低
地
の
遺
跡
か
ら
検
出

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
の
人
工
遺
物
と
と
も
に
、

自
然
遺
物
や
土
壌
等
の
分
析
か
ら
、
当
時

の
生
活
環
境
の
復
元
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

　

　

（西
山
　
博
章
）

―
横
穴
墓
発
掘
の
科
学
調
査
―

昨
年
夏
に
発
見
さ
れ
た
横
穴
墓
に
つ
い

て
は
、
表
紙
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
存
科
学
室
で
は
、
墓
室
の
発
掘

の
段
取
り
を
協
議
す
る
資
料
を
得

る
た
め
、
墓
室
内
の
環
境
測
定
と

状
況
を
観
察
す
る
等
、
科
学
的
な

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
千
年
以
上
も
地
中
に
あ
る
横

穴
墓
の
内
部
は
全
く
わ
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
ま
ず
、
環
境
測
定
用
の

空
気
吸
引
チ
ュ
ー
ブ

（径
５
ｍｍ
の

シ
リ
コ
ー
ン
パ
イ
プ
）
を
釣
竿
に

取
付
け
て
、
羨
門
の
上
の
隙
問
か

ら
挿
入
し
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
８０
ｃｍ
ほ
ど
入

っ
た
所

で
上
に
突
き
当
た

っ
た
の
で
、
次

に
、
オ
リ
ン
パ
ス
光
学
工
業
の
協

力
を
得
て
、
胃
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
で
内
部
を
観
察
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し

て
覗
く
と
、
羨
門
の
５０
側
先
か
ら
崩
落
し

た
上
の
山
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
墓
室
の
真
上
か
ら
ボ
ー
リ

ン
グ
ス
テ
ツ
キ
で
探
査
す
る
と
、
埋
ま
り

切

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
１
・
４
ｍ
下
に

４０
側
程
の
隙
間
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
場
所
で
内
部
の
酸
素
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
、
温
度
、
湿
度
を

環
境
測
定
し
ま
し
た

（表
）。

こ
の
表
か
ら
、
横
穴
墓
内
の

空
気
が
、
外
気
と
か
な
り
違

っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
数
値
は
、
出
土
遺
物
の
サ

ビ
や
劣
化
過
程
を
深
る
、
保
存

科
学
研
究
の
重
要
な
デ
ー
タ
と

な
り
ま
す
。

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
で
羨

門
部
が
崩
落
し
て
い
る
こ
と
が

観
察
で
き
た
の
で
、
羨
門
部
か

ら
調
査
す
る
通
常
の
方
法
は
危

険
と
判
断
し
て
、
天
丼
か
ら
掘

り
下
げ
る
方
針
を
下
し
ま
し
た
。

今
回
、
墓
前
域
の
石
積
み
を
崩
さ
ず
に

墓
室
を
調
査
し
得
た
の
は
、
科
学
的
な
調

査
の
成
果
で
し
ょ
う
。

（門
倉
　
武
夫
）

横穴墓内外環境測定結果

横穴墓内 外 気

酸   素 (%)

二酸化炭素 (%) 1,7

温   度 (℃)

湿   度 (%)
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大
名
屋
敷

の
顔
？

徳
川
御
三
家
筆
頭
で
あ
る
名
古
屋
尾
張

藩
主
徳
川
光
友
が
、
こ
こ
市
ケ
谷
の
台
地

に
屋
敷
地
を
拝
領
し
た
の
は
、
明
暦
二

（１
６
５
６
）
年
の
こ
と
。
二
年
後

の
万

治
元

（１
６
５
８
）
年
に
は
、
そ
れ
ま
で

の
鼠
穴
邸
か
ら
、
上
屋
敷
と
し
て
の
す
べ

て
の
機
能
を
こ
の
地
に
移
し
ま
し
た
。
以

降
、
市
ケ
谷
邸
は
尾
張
藩
の
表
舞
台
と
し

て
、
幕
末
ま
で
そ
の
偉
容
を
誇
り
ま
し
た
。

尾
張
徳
川
家
は
将
軍
家
に

次
ぐ
格
式
、
そ
れ
に
見
合

っ

た
屋
敷
と
し
て
の
敷
地
と
御

殿
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「他
の
大
名
屋
敷
と
は
別
格
」

と
い
う
違
い
を
、
誰
で
も
ひ

と
目
で
納
得
す
る
よ
う
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

だ
か
ら
と
い
つ
て
、
屋
敷

内
を
覗
か
れ
る
よ
う
で
は
な
く
Ａ
外
見
で
、

「尾
張
さ
ん
は
凄

い
！
」
と
思
わ
せ
る
に

は
、
…
…
…
…
表
門
で
す
。
立
派
な
、
大

き
な
表
門
が
、
そ
の
家
の
格
式
の
高
さ
を

誇
示
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

文
政
八

（１
８
２
５
）
年
に
作
成
さ
れ

た
絵
図
の
、
長
さ
二
十
間

・
幅
二
間
の
建

物
の
中
に
、
表
門
は
、
長
さ
四
間

・
幅
二

間
の
規
模
で
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

絵
図
は
平
面
的
な
も
の
な
の
で
高
さ
は

判
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
時
代
の
初
期
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
か
ら
、
三
階
建
て
民
家
の

高
さ
ほ
ど
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

表
門
の
手
前
に
は
、
幅
十
四
間
、
奥
行
二

間
の
、
壁
で
区
画
さ
れ
た
階
段
が
十
段
ほ

ど
あ

っ
て
、
現
在
の
靖
国
通
り
に
続
い
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

″
一
度
で
い
い
か
ら
そ
の
よ
う
な
問
を

く
ぐ

っ
て
入
る
よ
う
な
お
屋
敷
に
住
み
た

い
も
の
″
さ
ぞ
気
分
が
い
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
の
表
門
は
、
屋
敷
の
主

で
あ
る
尾
張
藩
主
で
さ
え
、
減
多
に
通
り

抜
け
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
。

表
門
は
別
名
、
「御
成
門
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
将
軍
が
家
臣
の
屋
敷
に
出
か
け

る
こ
と
を

「御
成
り
」
と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
時
に
将
軍
を
迎
え
た
り
、
公
式
の
行

事
の
際
に
使
わ
れ
た
の
が
、
こ
の
表
門
な

の
で
す
。
普
段
に
藩
主
が
使
用
し
て
い
た

の
は
、
「
田
安
門
」
と

い
っ
て
、
表
門
前

の
階
段
か
ら
二
十
四
問
ほ
ど
東
に
あ

っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
で
は
、

３７
地
点
を
調
査
中
で
す
。
（写
真
）
は
、

表
門
が
組
み
込
ま
れ
た
建
物
の
北
側
に
沿
っ

て
設
置
さ
れ
た
石
組
溝
と
、
玉
石
が
敷
か

れ
た
状
態
を
、
東
側
か
ら
見
た
も
の
で
す
。

来
年
度
も
、
引
き
続
き
こ
の
表
門
の
東

側
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

（並
木
　
仁
）

遺
跡
調
査
の
発
表
会

第
２３
回
を
迎
え
た
今
年
度
の
東
京
都
遺

跡
調
査
研
究
発
表
会
が
、
二
月

一
日

（日
）

に
千
代
田
区
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
調
査
さ
れ
た
都
内
遺
跡
の
う
ち
、

・４
遺
跡
の
調
査
成
果
を
都
民
に
公
開
す
る

も
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
次
の
２
件

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
西
雅
也

・
川
島
雅
人

　

「町
田
市
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陀
３‐３

。
９６０
遺
跡
」

○
並
木
　
仁

　

「新
宿
区
尾
張
藩
上
屋
敷

跡
遺
跡
」

文
化
財
防
火
デ

ー
の
消
防
訓
練

一
月
二
十
六
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
失
し
た
日
に
因
ん
だ
文
化
財
防
火
デ

ー
。
日
本
の
各
地
で
文
化
財
を
焼
失
か
ら

護
る
た
め
の
消
防
訓
練
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
改
め
て
火
災
等

ヘ

の
注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
誘
導
避

難
と
円
滑
な
初
期
消
火
を
め
ざ
し
た
訓
練

を
行
い
ま
し
た

（写
真
）。

展
示
ホ
ー
ル
休
館
の
お
知
ら
せ

現
在
、
展
示
中
の

「丘
陵
に
お
け
る
文

化
の
醸
成
」
は
、
一二
月
八
日

（日
）
を
も
っ

て
終
了
し
、
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
平

成
十
年
度
の
展
示
に
向
け
た
展
示
替
え
の

た
め
、
休
館
し
ま
す
。
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表門の調査 (東より)
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「文
化
の
醸
成
」
に
因
ん
だ
本
年
度
の

第
四
回
講
演
会
と
し
て
、
十

一
月
八
日

（土
）
に
、
長
野
県
長
門
町
教
育
委
員
会

の
大
竹
幸
恵
氏
に
よ
る
、
「黒
曜
石
の
採

掘
と
交
易
」
の
講
演
と
、
映
画

「諏
訪
の

お
ん
ば
し
ら
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

忙
し
い
勤
務
の
合
間
を
縫

っ
て
、
鷹
山

遺
跡
群
で
採
取
し
た
と
い
う
黒
曜
石
の
お

土
産
も
あ

っ
て
、
‐４２
名
も
の
大
勢
の
参
加

者
は
、
終
始
、
上
機
嫌
で
し
た
。

第
五
回
は
、
平
成
十
年

一
月
二
十
四
日

（土
）
に
、
日
本
陶
磁
協
会
常
務
理
事

の

村
山
武
氏
に
よ
る
、
「朝
鮮
と
日
本
の
や

き
も
の
」
の
講
演
と
、
映
画

「日
本
列
鳥

と
朝
鮮
半
島
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

村
山
氏
は
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
朝

鮮
半
島
の
や
き
も
の
の
歴
史
を
、
技
術
の

伝
播
と
製
品
の
招
来
に
整
理
さ
れ
、
該
博

な
知
識
と
巧
み
な
話
術
で
会
場
を
魅
了
し

ま
し
た
。
多
く
の
や
き
も
の
フ
ア
ン
や
朝

鮮
に
ゆ
か
り
の
方
の
顔
も
見
え
、
講
演
会

は
じ
ま

っ
て
以
来
、
１８２
名
と
い
う
記
録
的

な
参
加
者
を
数
え
ま
し
た
。

本
年
度
の
最
後
、
第
６
回
は
、
平
成
十

年
二
月
十
四
日

（土
）
に
、
当
セ
ン
タ
ー

の
竹
尾
進
副
主
任
調
査
研
究
員
に
よ
る
、

「中
世
の
流
通
経
済
―
―
銭
貨
」
の
講
演

と
、
映
画

「八
王
子
城
」
を
上
映
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
１０４
名
を
数
え
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
展
示
や
催
し
等
を
紹
介

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は
、
本
紙
の
タ
イ
ト
ル
下
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
陥
３‐３
遺
跡
の
横
穴
墓
と
、
汐
留
遺
跡

の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

横
穴
墓
の
見
学
会
は
１
面
で
も
紹
介
し
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ま
し
た
が
、
新
聞
等
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
反
響
を
よ
び
、
二
日

間
で
千
五
百
人
も
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し

た
。
町
田
街
道
か
ら
入

っ
た
山
間
の
路
地

は
、
時
な
ら
ぬ
混
雑
ぶ
り
で
、
関
係
者
は

対
応
に
て
ん
て
こ
舞
い
で
し
た
。

汐
留
遺
跡
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
は
秋
が

恒
例
で
し
た
が
、
今
年
は
師
走
も
半
ば
の

十
三
日
と
い
う
、
慌
た
だ
し
い
時
節
の
催

し
。
新
聞
等
の
関
心
事
も
他
に
あ

っ
て
か

Ｐ
．
Ｒ
不
足
も
否
め
ず
、
参
加
者
は
昨
年

の
半
分
の
７００
名
に
止
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、
初
め
て
公
開
さ

れ
る
会
津
藩
邸
の
長
屋
等
の
建
物
跡
や
排

水
施
設
、
上
水
施
設
等
で
し
た
。

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
に
発
掘
さ
れ
た
出

土
品
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
遺
物
が
、

種
類
や
用
途
別
に
整
理
さ
れ
て
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
折
よ
く
、
港
郷
土
資
料
館
か
ら

譲
ら
れ
た
特
別
展
の
展
示
パ
ネ
ル
も
陳
列

さ
れ
、
さ
な
が
ら
発
掘
現
場
と
博
物
館
が

一
体
と
な

っ
た
、
臨
場
感
に
富
む
分
か
り

や
す
い
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

暖
冬
の
余
波
で
し
ょ
う
か
、

い
つ
も
な
ら
二
月
中
旬
に
な

っ
て
降
る

雪
が
、　
一
月
は
二
度
も
見
舞
わ
れ
て
、
庭

園
も
す

っ
か
り
と
雪
化
粧
し
ま
し
た
。

日
韓
文
化
交
流
基
金
に
よ
り
来
日
中
の
、

国
立
金
山
大
学
校
教
授
朴
英
哲
氏
に
よ
る
、

「韓
国

・
密
陽
市

・
古
謹
里
遺
跡
に
お
け

る
後
期
旧
石
器
時
代
の
発
掘
」
を
、
三
月

二
十
日

（金
）
五
時
半
か
ら
行
い
ま
す
。

朴
氏
は
、
都
立
大
学
考
古
学
研
究
室

（小

野
昭
氏
）
が
受
け
入
れ
機
関
と
な

っ
て
、

昨
年
九
月
か
ら
日
本
の
旧
石
器
文
化
を
学

ば
れ
て
い
ま
す
。
展
示
替
え
な

っ
た
ホ
ー

ル
を
見
学
が
て
ら
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会津藩邸の見学風景
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